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 南筑後地域営農推進協議会（管内の市町、JA、農業共済組合及び普及
センターで構成）野菜研究会は、今年度 2 回目となる「イチゴ営農基礎講
座」を令和 4 年 8 月 18 日に開催しました。 
本講は、「新規栽培者」の栽培技術の向上、経営の早期安定を目的とし

たもので、次年度から栽培を始める研修生から、栽培を始めて 3 年目の
方々まで、30 名が受講されました。 
 
講義の前半は「イチゴの定植前後の管理」として、定植床の準備や定植

作業、その後の管理や注意すべき点、主な病害虫の発生概要について説明
を行い、後半では「土壌・肥料の知識」として、土性による土づくりの違
いや使用する土壌改良資材の性質、また、イチゴで使用する肥料の種類や
その成分の見方、施用量の計算等について、普及センターが講義を行いま
した。 

 
講座後のアンケートでは、参加者の 60～70％が「参考になった」と回

答され、「液肥の施用を開始するイチゴのステージはいつ頃からで、どの
くらいの量を施用したら良いか？」といった具体的な質問もありました。 

 
生産資材の高騰が懸念される中、これらの知識を高めることは重要であ

り、今後も、普及指導センターは、関係機関と連携して、新規栽培者の早

期技術習得・経営の安定を目指して支援していきます。 
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講座の様子 講座内容へのアンケート結果 


